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は じ め に
有 峰 っ て ど こ に あ る
富 山 県 の 南 東 部 、 常 願 寺 ） 11 支 流 の 和 田 J11 は 、 人
を 寄 せ つ け な い 深 い 谷 が 連 な っ て い ま す が 、 そ のあ り み ,, こ源 流 部 に は 巨 大 な ダ ム 湖 の 有 峰 湖 が あ り ま す （ 図
1 ) 。 険 し い 地 形 は 、 有 峰 ま で 上 が る と 、 比 較 的
緩 や か に な り ま す 。
ま が わ有 峰 の 東 側 に は 、 常 願 寺 川 支 流 の 真 ） 11が 流 れ 、
お り た てそ の 上 流 部 が 折 立 で す （ 図 2 ) 。 こ こ は 、 薬 師 岳
の 塗 山 口 で も あ り ま す 。 ま た 、 岐 阜 県 と の 県 境 に
お お た わ と う 1-r近 く 、 有 峰 の 南 西 に あ る 大 多 和 峠 を 越 え る と 、 銅
か み お か ま ち山 で 有 名 な 岐 阜 県 神 岡 町 に 出 ま す 。 そ し て 、 西 側
お ぐ ら が わに は や は り 常 願 寺 川 支 流 の 小 口 JI Iが 流 れ 、 ダ ム にす It の ペよ っ て つ く ら れ た 祐 延 貯 水 池 が あ り ま す 。勺 只
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図 1 .  有 峰 の 位 置八
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有 峰 の 今 昔
有 峰 湖 が あ る と こ ろ は 、 以 前 は 、 有 峰 盆 地 と い
う 比 較 的 な だ ら か な 盆 地 で し た 。 そ し て 、 そ こ に
は 有 峰 村 が あ り ま し た 。 山 深 い 地 に あ っ た 有 峰 村
は 、 平 家 の 落 人 伝 説 を も ち 、 多 い と き に は 三 十 戸
を こ す 民 家 が あ り ま し た 。 し か し 、 ダ ム の 建 設 計
画 が 進 み 始 め た 大 正 10 年 (190 年 ） に 、 村 人 は 集
団 離 村 し ま し た 。
ダ ム 建 設 は 大 正 時 代 に 始 ま り 、 戦 争 に よ る 中 断
を 経 て 昭 和 37 年 (1962 年 ） に 高 さ 140m の 巨 大 な
ダ ム が 完 工 し ま し た 。 完 成 し た ダ ム ヘ の 水 の 供 給
は 、 周 囲 に あ る 20 本 近 い 流 入 渓 流 と 、 真 川 お よ び
神 通 川 水 系 の 望 未 芦 開 か ら の 水 の 端 水 に よ っ て 行
わ れ 、 有 峰 盆 地 は 水 の 中 に 沈 み 、 県 下 最 大 の 紘 茶
面 積 を も つ 有 峰 湖 が で き ま し た 。 有 峰 湖 の 南 西 に
ほ う ら い じ まあ る 宝 来 島 は 、 有 峰 盆 地 の 誓 事 闘 の 山 頂 付 近 力
面 に 出 て で き た 島 で す 。
啄 ,.
そ し て 今 、 有 峰 は 、 自 然 豊 か な 富 山 県 の な か で
も 特 に 緑 に つ つ ま れ た 県 立 自 然 公 園 と し て 広 く 親
し ま れ て い ま す 。
• 
ダ ム に よ っ て 水 没 す る 前 の 有 峰 盆 地
（ 大 野 豊 氏 19 56 年 撮 影 ）
富 山 市 民 の 飲 み 水
富 山 市 の 水 道 水 の 主 要 な 水 源 が 、 有 峰 湖 の 水 だ
と い う こ と を 知 っ て い ま す か 。 有 峰 湖 は 、 富 山 市
の 上 水 道  の 95 % を ま か な う 流 杉 上 水 場 の 源 水 と し
て 使 わ れ て い る 常 西 合 口 用 水 の 水 の 60 ~ 70 パ ー セ
ン ト を ま か な っ て い ま す 。 そ の 他 に も 脳 業 用 水 、
水 力 発 電 用 水 の 源 と し て も 重 要 な 役 割 を 果 た し て
い る の で す 。
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有 峰 の 調 査
科 学 文 化 セ ン タ ー で は 市 民 の 方 々 の 生 活 の 場 で
あ り 、 憩 い の 場 で も あ る 富 山 の 自 然 を い く つ か の
エ リ ア を き め て 、 10 年 サ イ ク ル で 調 べ て い ま す 。
こ の 中 で 平 成 5 年 か ら 平 成 7 年 は 、 富 山 市 の 水 道
水 の 源 で あ り 、 農 業 用 水 、 水 力 発 電 用 水 の 源 と し
て も 重 要 で 、 市 民 ・ 県 民 に 親 し ま れ て い る 有 峰 を
調 査 地 域 と し ま し た 。 場 所 は 、 上 新 川 郡 大 山 町 有
峰 、 祐 延 、 折 立 を ふ く む 地 域 で 、 標 高 は 約 1,00
m か ら 約 1,60m で す 。 こ れ は 、 常 願 寺 川 水 系 の
和 田 川 、 小 口 川 、 真 JI Iの 上 流 部 に あ た り 、 有 峰 湖 、
祐 延 貯 水 池 を 囲 む 約 6,00ha の 総 面 積 が あ り ま す 。
こ こ で は 、 こ れ ら の 地 域 を 一 括 し て 「 有 峰 」 と 呼
ん で い ま す 。
調 査 内 容 は 、 地 質 ， 気 象 ， 水 質 ， 植 物 ， 貝 類 ，
・ 土 壌 動 物 ， 昆 虫 ， 魚 類 ， 両 生 類 ， 爬 虫 類 ， 烏 類 ，
ホ 乳 類 の 各 分 野 で 、 生 物 相 を 中 心 に 広 く 自 然 環 境
全 般 に わ た っ て 行 い ま し た 。
有 峰 の 自 然
湖 水 を 中 心 に 、 明 る ＜ 広 が る 有 峰 盆 地 は 、 富 山
県 の 山 間 で は め ず ら し く 、 開 け た 場 所 で す 。 標 高
1,0m を 越 え て い る の で 、 気 温 は 平 地 に 比 べ て
平 均 気 温 で 約 6 ℃ も 低 く 、 年 間 降 水 最 は 2,50m
程 度 で 平 野 部 よ り も や や 多 く 降 り ま す 。 季 節 別 に
見 る と 、 春  か  ら 秋 は 平 野 部 よ り 多 く 降 り ま す が 、
冬 の 降 水 盤 は 平 野 部 よ り も 少 な い と い う 不 思 議 な
有 峰 湖 （ 清 水 蝦 氏 撮 影 ）
現 象 が 見 ら れ ま す 。 11 月 下 旬 か ら 5 月 初 旬 頃 ま で
が 積 雪 期 間 で 、 積 雪 の 深 さ は 3--4m に な り ま す 。
渓 流 を 流 れ る 水 は 気 温 を 反 映 し て 冷 た く 、 真 夏 で
つ め た だ にも 15 ~ 16 ℃ で 、 特 に 湖 の 西 の 冷 夕 谷 で は 真 夏 で も
10 ℃  ぐ ら い し か あ り ま せ ん 。
森 は 、 大 き な プ ナ や ミ ズ ナ ラ な ど の 自 然 林 が 広
が り 、 湧 き 水 で 潤 さ れ る 湿 地 が 点 在 し て ま す 。 そ
の 森 に は 、 70 種 近 い 植 物 や 、 約 2,700 種 も の 昆 虫 、
翡 か な 士 壌 を 作 る ダ ニ 類 や ト ビ ム シ 類 な ど 多 数 の
小 動 物 が 多 く す ん で い ま す 。 ま た 、 ヒ ガ ラ や ク マ
タ カ な ど 90 種 以 上 の 野 烏 、 ニ ホ ン カ モ シ カ 、 ニ ホ
ン ザ ル な ど の 哺 乳 類 が 生 活 の 場 所 と し て い ま す 。
湿 地 に は 、 サ ン シ ョ ウ ウ オ 類 や モ リ ア オ ガ エ ル な
ど が 、 ダ ム 湖 や 渓 流 に は イ ワ ナ が す ん で い ま す 。
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大 地
ひ 1' へ ん せ い が ん る い有 峰 地 域 の 岩 石 の 多 く は ， 飛 騨 変 成 岩 類 ( 4 億
て と り そ う ぐ ん100 万 ~ 1 億 80 万 年 前 ） や 手 取 層 群 (1 憶 50
万 ~ 1 億 100 万 年 前  ） な ど の 地 層 で す 。
飛 騨 変 成 岩 類 は 、 日 本 列 島 の 中 で も 最 も 古 い 岩
石 で 、 原 岩 は カ コ ウ 岩 な ど の 火 成 岩 、 泥 岩 や 石 灰
岩 な ど の 堆 積 岩 で す 。 2 億 500 万 年 前 に は 、 ユ ー
ラ シ ア 大 陸 の 一 部 と な っ た と 考 え ら れ て い ま す 。
そ れ 以 前 は、 昔 の 太 平 洋 上 を プ レ ー ト に の っ て 北
へ 移 動 す る 陸 地 だ っ た と 言 わ れ て い ま す 。 プ レ ー
ト は 、 地 表 か  ら お よ そ 10km ほ ど の 厚 さ の 板 状 の
部 分 の こ と で 、 い わ ば 地 球 の 薄 皮 に あ た る 部 分 で
す 。
一 方 、 手 取 層 群 は 、 有 峰 湖 を 中 心 に 特 に 県 南 部
に 広 く 見 ら れ ま す 。 中 生 代 ジ ュ ラ 紀 後 期 か ら 白 亜
紀 前 期 の 恐 竜 時 代 の 地 層 で 、 ア ン モ ナ イ ト 類 、 ニ
枚 貝 類 、 シ ダ 植 物 な ど の 化 石 が た く さ ん 見 つ か り
ま す 。
ま た 、 有 峰 林 道 の 入 口 で あ る 麓 容 で は 、 平 成 2
年 に 県 内 で 初 め て 恐 竜 の 足 跡 化 石 が 見 つ か っ て い
ま す 。
後 藤 道 治 （ ご と う み ち は る ）
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